
住民主体の地域創生プロジェクト－誰もが役割感を持った社会の実現に向けて－ 

 

開催概要 

 本邦では、世界的にも急速に少子高齢化が進んでおり、誰もが互いに人格と個性を尊重

し合い、理解し合いながら共に生きていく共生社会を実現することが求められている。

我々が専門とする作業療法では、食べること、着替えること、趣味活動、仕事など、人が

行うあらゆる活動を「作業」と定義し、対象者の「その人らしい」生活の獲得を目指した

リハビリテーションである。高齢者、若年成人からお子さんまで様々な世代を対象として

おり、個々の特徴や強みを生かし、役割を持って生活を営むことが重要であると考えられ

ている。 

 本事業の目的は、地域住民が主体となり、住み慣れた地区で役割を持ちながら暮らして

いくことのできる環境を構築することである。地域生活を営む住民同士が、様々な世代に

よる役割について検討し、自分たちにできることを考え、地域創生を行っていく。我々は

その過程をサポートし、自治体や地域商店街など連携し、地域創生への展開を目指す。5

年程度の長期的な活動を計画しており、ワークショップおよびセミナーの実施、実際に地

域創成に向けたイベントの開催等を予定している。 

今年度は、名古屋市名東区西山地区の虹ヶ丘通所リハビリテーションセンター（旧虹ヶ

丘介護老人保健施設）を拠点とし、小学生から現役を引退された高齢者まで幅広い世代の

参加者を募り、2 回のワークショップを実施した。参加者の住むまちの良いところ、課題

を抽出し、役割感を持って暮らすことのできる地域社会についての意見出しを行った。 

 

実施担当者 

西浦 裕子  医学系研究科・助教・総括 

河﨑 千明  医療法人白楊会白楊会病院・作業療法士・プロジェクトの計画および実施 

石橋 博紀  あむらいふ虹ヶ丘フィールド・施設長・会場提供，実施サポート 

細野 裕里子 医学系研究科・博士前期課程 2 年・プロジェクトの計画および運営協力 

加田 千鶴  医学系研究科・博士前期課程 1 年・プロジェクトの計画および運営協力 

寳珠山 稔    医学系研究科・教授・プロジェクトの監修，助言（アドバイザー） 

 

開催場所：医療法人白楊会 虹ヶ丘通所リハビリテーションセンター 

医療法人白楊会 白楊会病院 

 

参加者：名古屋大学大学院医学系研究科の大学院生 

名古屋市名東区にお住いの地域住民の方々 

 



ワークショップ 1 回目 

日時：2025 年 3 月 2 日（日） 

場所：医療法人白楊会 

   虹ヶ丘通所リハビリテーションセンター 

内容：住んでいる地域の良さ、課題を抽出し、 

理想のまちを検討する。 

参加者：17 名 

 

 

 

【ワークショップ 1 回目の流れ】 

 

時間 狙い/目標 活動内容/問い 

13:30 

（10 分） 

オープニング 導入 

・本事業の目的の共有 

・本日のゴールとプロセスの確認 

・名東区の取り組み 

13:40  

（20 分） 

関係性を高める アイスブレイク 

・自己紹介 

・名東区に関するクイズ 

14:00 

（10 分） 

グループ分け ・各世代グループ（5 グループ） 

・バズ型（椅子を寄せ合って少人数で） 

14:10 

（30 分） 

アイデアの発散 ・住んでいる地域の良さについて 

・住んでいる地域の課題について 

※自由に討議 

⇒KJ 法（付箋に書き、内容を発表） 

14:40 

(15 分) 

休憩 ・多世代グループへ（3 グループ） 

14:55 

（20 分） 

アイデアの共有 ・自分たちの世代で出てきた話題を共有 

⇒理想のまちについて話し合う 

⇒発表 

⇒話題をグルーピング 

15:15 

（15 分） 

クロージング ・本日のまとめ 

15:30 終了  



【ワークショップ 1 回目の様子】 

  

 

   

 

【ワークショップ 1 回目のまとめ】 

 小学生から 65 歳以上の高齢者まで、幅広い世代の参加者を募った。まず世代別のグルー

プで地域の良いところ、課題についてグループディスカッションを実施した。各世代から

『環境・自然』、『健康・福祉』、『子ども・教育』、『都市・交通』、『地域経済』にカテゴリ

ー化される意見が多く得られた。例えば、「公園が多い」、「街がきれいである」といった

環境面の良い点が挙げられた一方で、「バスの本数が少ない」、「駐車場が狭い」といった

交通事情に関する課題点が挙げられた(表 1 参照）。次に、多世代によるグループに分か

れ、理想のまちについてディスカッションを実施した。結果、最初のディスカッションで

は意見の少なかった『地域社会』に分類される意見が多く聞かれた。例として、「何かあっ

た時に助け合える」、「異世代コミュニケーションの活性」、「廃校などを利用して異世代交

流を図る」といった意見が得られた（表 2）。参加者は、地域の中で各世代が関わり合い、

協力し合えるようなまちを理想としていることが明らかとなった。 



 

表１．参加者が挙げたまちの良いところ・課題 

 

＊黄色：数多く意見を得たカテゴリー   

水色：２つ意見が得られたたカテゴリー 

 白色：０もしくは１つのみ意見を得たカテゴリー 

 

 

表 2．参加者が挙げた理想のまち 

 

＊黄色： 「良いところ・課題」で得た意見数との差が一番多かったカテゴリー 

 



ワークショップ 2 回目 

日時：2025 年 3 月 23 日（日） 

場所：医療法人白楊会 白楊会病院会議室 

内容：地域における自身の役割と多世代に期待することについて話し合い、各世代の人々

が地域でできることを検討する。 

参加者：18 名 

 

【ワークショップ 2 回目の流れ】 

 

時間 狙い/目標 活動内容/問い 

13:30 

（10 分） 

オープニング 導入 

・本事業の説明 

・まちづくりのスライド 

13:40 

（15 分） 

関係性を高める アイスブレイク 

・自己紹介 

・ペーパークラフト 

14:00 

（15 分） 

前回のまとめと 

本日の流れなど 

・前回のおさらいとまとめ 

・今回のワークショップの実施内容と目標 

・「役割」がもたらすもの 

14:15 

（10 分） 

個人作業 ・わたしの地域での役割 

・役割の可能性 

14:20 

（20 分） 

グループワーク ・世代別（3 グループ） 

 わたしの地域での役割 

 他世代に期待すること 

14:40 

(20 分) 

休憩  

15:00 

（15 分） 

まとめ グループワークででた意見を以下の内容に 

カテゴリー化 

・明日からできること 

・準備に 2-3 年必要なこと 

・5 年後に実現できること 

15:20 

（10 分） 

クロージング ・本日のまとめ 

 

 



【ワークショップ 2 回目の様子】 

  

  

 



【ワークショップ 2 回目のまとめ】 

 1 回目のワークショップと同様に、幅広い世代の参加を募った。前回の振り返りとし

て、表 1 および表 2 で示した内容を伝え、参加者の方の関心が「多世代」、「コミュニケー

ション」、「交流」というキーワードにあることを共有した。さらに、今回のテーマである

「役割」に関する作業療法学視点でのとらえ方と、地域の中で役割をもつ意義について簡

単なレクチャーを実施した。その後、まずは個々で自身の地域における役割を考え、続い

てグループにて地域における役割に関するディスカッションを行った。得られた結果に関

し、実現可能であると考えらえる時間軸でまとめた。結果、多世代が参加・交流できるイ

ベントの開催やボランティアの機会をつくることなどが、いわゆる中年世代に求められて

いること、そして小中学生はそのような機会への参加を希望していることが明らかとなっ

た。また、65 歳以上の高齢者には、伝統の継承、子どもたちの見守りボランティア活動な

どの地域での役割を担っている、あるいは求められていることが明らかとなった。 

ワークショップ終了後にはオンラインアンケートを実施し、実現したい地域での役割活

動について「小さい子供たちの見守り」「みんなで防犯パトロール」「子育て支援、外国人

支援、広報支援」「地域の人に元気よくあいさつする」「地域防災に関する活動」「ゴミ拾

い」といった意見も挙げられた。各世代の参加者が、自身でできるや他世代に求めること

を考える機会となったと考えられる。 

 

全体のまとめ 

今回のワークショップを通し、各世代の地域住民方々の中には、まちの中で役割をもっ

て生活することを望んでいる者もいるということが明らかとなった。しかし、現状での課

題として、地域で何が行われているのかを知る機会や方法がないこと、何か地域のために

貢献したいという気持ちがあってもその手段や方法が分からないことなどが挙げられた。

まちづくりへの興味はあっても、行動に移すきっかけが少ないことも、本ワークショップ

で明らかとなった点である。 

人は生きていく中で、学業、仕事、子育て、介護などの役割を担い、それらを行うこと

で自己肯定感、自己効力感を得ていくとされている。我々作業療法士は、人の生活を支援

するリハビリテーション専門職であり、対象者の方の「役割」を遂行するのをサポートす

る必要がある。今回のワークショップは、参加者の方々が、各世代がこの「役割」をもっ

て地域生活ができるまちを考えるきっかけとなったと考える。今後も作業療法士として、

「役割」を社会の中で生かすことのできる地域づくりを目指していきたい。 

 

次年度以降への展望 

次年度以降、今年度の意見だしを踏まえ、具体的な実現可能性の検討、自治体や地区商

店街との連携など、具体的な地域創生に向けた活動の展開を目指す。 

 


